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アカグローバの永続性については，これを育種的に改良しようとする試みが幾つかなされ

ているh由。 しかしながら，草地におけるアカクローバの枯死現象は， 多くの生理生態的要因

が複雑に関与しあう複合現象であり，その因果関係も明らかでないことから円九 育種的成果

も十分あげえないでいる。本研究は，永続性のあるアカクローバ品種を育成するための基礎的

知見をうるため，その生存年限の短い理由を主として生理・形態学的要因との関係から明らか

にLょうとして行った。ここでは永年生部位としてのクラウ Yが分校体系のどの部位から形成

されているか，また分校の更新がクラウ Y上でどのような秩序のもとに繰り返されているかな

どについて調査した結果を報告する。

材料および方法

アカクローバ品種サッポロおよび Altaswedeを材料とした。 5月中旬， 2，000分の 17ー

ノレポットに播種し，ポットあたり 1個体を養成した。これらのうち各品種3個体について播種

後217日間出業および出菅を調査した。その間 151日以後は秋冷のためポットを 24時間照明
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